
グリーンエネルギーCO2削減相当量認証制度の概要

「グリーンエネルギーCO2削減相当量認証制度」は、現在民間で取引されている「グ

リーン電力・熱証書」について、証書のCO2排出削減価値を国が認証するものです。

認証されたCO2排出削減価値（グリーンエネルギーCO2削減相当量）は、「地球温暖化

対策推進法（温対法）に基づく温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度」における国

内認証排出削減量等に活用可能となります。

本制度は、経済産業省資源エネルギー庁と環境省が共同で運営しています。

グリーン電力・熱証書制度の
メリット

購入により、自らが使用する電気・熱が再生
可能エネルギーにより供給されたものとみな
すことが可能になります。また、再生可能エ
ネルギー普及や温暖化抑制等に貢献できます。

グリーン電力・熱証書

グリーンエネルギーCO2削減
相当量認証制度のメリット

国がグリーン電力・熱証書のCO2排出削減価

値を認証します。それにより、温対法に基づ
く温室効果ガス排出量算定・報告・公表制度
等への活用が可能になります。
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*：【グリーン電力のCO2換算】実施期間における自家消費電力量等に排出係数（デフォルト値）を乗じ算定。【グリーン
熱のCO2換算】方法論により異なる。デフォルト値の使用は新設・既設の熱設備を更新する場合に分け設定。詳細は運
営規則をご参照下さい。

グリーン電力・熱証書の発電電力

量・生成熱量に基いて、そのCO2
排出削減価値を国が認証すること

により、温対法に基づく温室効果

ガス排出量算定・報告・公表制度

等に活用できる形（グリーンエネ

ルギーCO2削減相当量）にします。

グリーンエネルギー
CO2削減相当量認証制度

国の
制度

グリーンエネルギー
CO2削減相当量

再生可能エネルギーによる電気・熱は、「電気・熱そのも

のの価値」に加え、化石燃料削減やCO2排出削減等の「環

境付加価値」を持っているといえます。

これを電気・熱そのものと切り離し、証書化して取引可能

な形にしたのが「グリーン電力・熱証書」です。

グリーン電力・熱証書制度
民間の
制度

再生可能
エネルギー

による
電気・熱

電気・熱
そのもの

環境付加
価値

証書化
CO2換算*・認証

グリーンエネルギーCO2削減相当量認証委員会
（資源エネルギー庁・環境省が運営）

温対法
算定・報告・公表制度

証書発行事業者クレジット購入者

発電事業者

検証機関

グリーンエネルギー供給委託契約

検証

各種申請（計画認定、認証申請）

充当の報告

クレジット売買契約
削減相当量を

報告に反映

各事業者の役割

グリーン電力証書

○○ 様

Wind
シリアル No. XXX
発電種別 :風力発電

発電期間 :平成 30年4月X日～平成 30年6月X日

発行日 :平成 30年11月X日

認証機関 :一般財団法人日本品質保証機構

証書発行事業者 :○○株式会社

発電電力量：100,000kWh

https://www.enecho.meti.go.jp/category/saving_and_new/green_energy/newenergy/unneikisoku_191031.pdf
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